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【分離株の系統樹解析】 

抗原性に関与するHA遺伝子についてPCRで増幅後、ダイレクトシークエンス法により塩基配列を決定し、

Neighbor-joining法により系統解析を行いました。 

AH1pdm09ウイルスは185番目のアミノ酸がセリン（S）からスレオニン（T）、197番目がアラニン（A）からスレオニ

ン（T）、374番目がグルタミン酸（E）からリシン（K）、451番目がセリン（S）からアスパラギン（N）に置換したグループ

が主流となりました（図４枠内）。2つ目のグループは134番目のアミノ酸がアラニン（A）からスレオニン（T）、183番

目がセリン（S）からプロリン（P）の置換が共通でした。いずれも非流行期の8月、9月に分離した株が発端に位置し

ていました。その他にも海外輸入株や海外株と近位の株がみられました。 

季節性AH3型ウイルスは今シーズンのワクチン株A/ビクトリア/210/2009を含むパース16グループとビクトリア

208グループに分かれました。後者はさらに53番目のアミノ酸がアスパラギン酸（D）からスレオニン（T）、94番目が

チロシン（Y）からヒスチジン（H）、230番目がイソロイシン（I）からバリン（V）、280番目がグルタミン酸（E）からアラニ

ン（A）に置換したグループに分かれ、アミノ酸変異が進んでいました。このグループには非流行期の8月、9月に

東南アジアから帰国した患者から分離した輸入株が含まれていました（図5）。 

B型ウイルスの系統樹は大きくビクトリア系統と山形系統の2つの枝に分かれます。今シーズンの分離株はビクト

リア系統の株が主流で、ワクチン株のB/ブリスベン/60/200８を含むブリスベン60グループと台湾55グループに分

かれました。集団かぜ調査で分離されたB型ウイルスはすべて台湾55グループに属し、地域流行していたことが

わかりました１）。一方、2シーズンぶりに分離した山形系統のウイルス株は2009年分離株からさらに3つのアミノ酸

置換がみられました(図6)。 
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【農薬解説】 

○アセタミプリド 

『モスピラン』などの商品名で販売されている殺虫剤です。広く使用されている有機リン系農薬などに

対して効きにくくなった多くの害虫に対しても効果があります。 

 

○アゾキシストロビン 

『アミスター』などの商品名で販売されている殺菌剤で、多くの菌類に対し強い抗菌効果があります。 

 

○アルドリン及びディルドリン 

持続効果に優れた農薬として知られていました。しかし、その土壌残留性が問題となり、日本では

1975年に登録が失効され、製造・販売・使用が禁止されています。 

 

○イミダクロプリド 

『アドマイヤー』などの商品名で販売されている殺虫剤で、即効的な殺虫効果があります。 

 

○クロチアニジン 

『ダントツ』などの商品名で販売されている殺虫剤です。半翅目害虫やアザミウマ目害虫などの各種害

虫に高い殺虫効果がある一方で、蚕やミツバチなどに影響を及ぼす恐れがあることも知られています。 

 

○クロルフェナピル 

『コテツ』などの商品名で販売されている殺虫剤です。多くの野菜に適用があり、従来の殺虫剤に耐性

がある害虫に対しても効果があります。 

 

○クロロタロニル 

 『ダコニール』などの商品名で販売されている殺菌剤です。耐雨性があり、紫外線に対しても安定で残

効性があり、予防・治療効果があります。 

 

○チアメトキサム 

『ビートルコップ』などの商品名で販売されている殺虫剤で、半翅目や鱗翅目等の広範囲な害虫に効

果があります。 

 

○ホスチアゼート 

『ネマトリン』などの商品名で販売されている殺虫剤で、線虫の根部への侵入の阻止、根部内の線虫

の発育抑制などの効果を発揮し、地上部害虫のハダニなどにも効果があります。 

 

○ミクロブタニル 

『ラリー』などの商品名で販売されています。野菜や果樹などのうどんこ病、さび病、黒星病などに有効

的で、予防効果と治療効果を併せ持つ農薬です。 

 

 

 

 

※参考文献 

・社団法人日本植物防疫協会, 農薬ハンドブック2011年版 
・農薬残留分析法研究班, 最新農薬の残留分析法（改訂版） 
・農林水産消費安全技術センター及び各農薬製造会社H.P. 
 
 
 
 

【 検査研究課 微量汚染物担当 】 
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感染症発生動向調査委員会報告 7月 
   

 全数把握疾患  

 

＜腸管出血性大腸菌感染症＞ 

6件（O157VT2が4件、O26VT１VT2が1件、O157VT不明が1件）の報告がありました。家族内接触感染

が3例、認められました（1例は6月報告例の家族内二次感染）。特定の飲食店等での集団感染はありませ

んでした。6月の報告数12件より減少しましたが、例年夏季に感染者数のピークを迎えるので8月も引き続き

注意が必要です。8月は食品衛生月間です。腸管出血性大腸菌感染症も含めた食中毒に注意しましょう。

家庭でできる一般的な食中毒の予防法の6つのポイント（①新鮮な食材の購入 ②冷蔵・冷凍での食材保

存 ③手洗いの励行、清潔な調理 ④肉・魚の十分な加熱 ⑤食事前の手洗いと調理後はすぐに食べる 

⑥清潔な容器で保存し温め直すときは十分に加熱、長時間過ぎたものは捨てる）を心がけましょう。 

 

＜レジオネラ症＞ 

  肺炎型1件の報告がありました。感染経路は不明です。 

 

＜アメーバ赤痢＞ 

腸管アメーバ症7件の報告がありました。4件は日本国内での感染（性的接触2件、経口感染1件、感染

経路不明1件）が推定されています。1件はインドネシアでの経口感染、他の2件は感染経路・感染地域と

もに不明でした。 

＜後天性免疫不全症候群＞ 

3件の報告がありました。1件は無症候期（異性間性的接触：日本国内での感染）、もう2件はAIDS（どちら

も異性間性的接触で、1件は国内又はフィリピンでの感染、もう1件は国内での感染）でした。 

 

＜風しん＞ 

  2件の報告がありました。どちらも予防接種歴なし。内1件は麻しんPCR検査を実施したところ陰性であり、

風しんIgM1.99のため、風しんと診断されました。横浜市の4～7月の報告件数は計12件で、昨年の報告

総数3件をすでに上回っています。東京都、川崎市等近隣地域での流行は見られません。風しんは、麻し

んと非常によく似た症状を呈する場合があります。 

 

＜麻しん＞ 

4ヶ月児の１件の報告がありました。臨床診断例で、国内での感染が推定されています。ワクチン接種歴

はありません。麻しん排除に向けて、積極的な疫学調査や検査が求められています。麻しんを疑った際に

は最寄の福祉保健センターにご相談ください。 

 

≪今月のトピックス≫ 

 手足口病が横浜市内で大流行しています。 

 ヘルパンギーナが港北区、緑区、青葉区、都筑区、瀬谷区で警報レベルです。 

 流行性耳下腺炎が緑区、泉区で注意報レベルです。 

 咽頭結膜熱が磯子区、緑区で、伝染性紅斑が栄区で警報レベルとなっていますが、市全体の

流行は下降傾向です。 
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２ 病原体定点からの情報 

市内の病原体定点は、小児科定点：9か所、インフルエンザ（内科）定点：3か所、眼科定点：1か所、基幹

（病院）定点：3か所の計16か所を設定しています。 

検体採取は、小児科定点とインフルエンザ定点では定期的に行っており、小児科定点は9か所を2グル

ープに分けて毎週1グループで実施しています。また、インフルエンザ定点では特に冬季のインフルエンザ

流行時に実施しています。 

眼科と基幹定点では、検体採取は対象疾患の患者から検体を採取できたときにのみ行っています。 

 

＜ウイルス検査＞ 

7月に病原体定点から搬入された検体は、小児科定点40件（鼻咽頭ぬぐい液40件）、基幹定点22件（鼻

咽頭ぬぐい液11件、ふん便5件、髄液6件）、眼科定点6件（眼脂6件）でした。患者の臨床症状別内訳は、

小児科定点は手足口病14人、上気道炎12人、下気道炎７人、ヘルパンギーナ3人、発疹症3人、咽頭結膜

熱1人、眼科定点は流行性角結膜炎5人、急性結膜炎1人、基幹定点は発疹症4人（5検体）、敗血症3人（7

検体）、熱性けいれん3人（4検体）、上気道炎3人、発熱2人、手足口病１人でした。 

8月9日現在、小児科定点の上気道炎患者5人と咽頭結膜熱患者1人からアデノウイルス（型未同定）、上

気道炎患者１人からコクサッキーウイルス（Cox）B1型、手足口病患者1人からCoxA16型、眼科定点の流行

性角結膜炎患者2人からアデノウイルス（型未同定）が分離されています。 

これ以外に遺伝子検査では、小児科定点の手足口病患者6人とヘルパンギーナ患者2人からCoxA6型、

手足口病患者1人と下気道炎患者1人からCoxA10型、発疹症患者2人からヒトパレコウイルス3型、手足口

病患者1人からCoxA16型、上気道炎患者1人からアデノウイルス5型、基幹定点の発疹症患者3人、敗血症

患者2人と発熱患者1人からヒトパレコウイルス3型、敗血症患者1人からアデノウイルス2型、熱性けいれん

患者1人からアデノウイルス3型の遺伝子が検出されています。 

その他の検体は引き続き検査中です。 

 

【 検査研究課 ウイルス担当 】 

 

＜細菌検査＞ 

7月の感染性胃腸炎関係の受付は小児科定点からの検体はなく、 基幹定点から菌株受付が4件、定点

以外の医療機関等からは6件あり、赤痢菌、腸管出血性大腸菌、サルモネラが検出されました。 

溶血性レンサ球菌咽頭炎の検体受付は小児科定点から7件で、A群溶血性レンサ球菌（血清型はＴ3、Ｔ

B3264）、インフルエンザ菌が検出されました。定点以外の医療機関等からは9件で、B群溶血性レンサ球

菌（血清型はNT6）、レジオネラ（1群、6群）が検出されました。 
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表 感染症発生動向調査における病原体検査（7月） 
 

感染性胃腸炎 

 検 査 年 月 7 月 2011 年 1 月～7 月 

 定点の区別 小児科 基幹 その他* 小児科 基幹 その他*

 件 数 0 4 6 2 72 38 

 菌種名       

 赤痢菌  1   3 2 

 腸管病原性大腸菌     3  

 腸管出血性大腸菌   5   22 

 腸管毒素原性大腸菌     2  

 パラチフス A 菌     3  

 サルモネラ   1  15 4 

 カンピロバクター      3 

 黄色ブドウ球菌     1 1 

 コレラ菌      1 

 クロストリジウム      1 

 不検出 0 3 0 2 45 4 
 

その他の感染症 

 検 査 年 月 7 月 2011 年 1 月～7 月 

 定点の区別 小児科 基幹 その他* 小児科 基幹 その他*

 件 数 7 2 9 51 6 33 

 菌種名       

 A 群溶血性レンサ球菌 T１    7   

  T3 1   4   

  T4    3   

  T12    8   

  T25    2   

  T28    4**  1 

  T B3264 3   8   

  型別不能    2   

 B 群溶血性レンサ球菌   3   6 

 メチシリン耐性黄色ブドウ球菌     4  

 バンコマイシン耐性腸球菌      15 

 Achinomyces      1 

 Branhamella     1**   

 Legionella pneumophila   3   6 

 インフルエンザ菌 2   6**   

 肺炎球菌    4**   

 不検出 1 2 3 8 2 4 
 
＊：定点以外医療機関等（届出疾病の検査依頼） 

＊＊：同一検体から複数菌検出 

T（T型別）：A群溶血性レンサ球菌の菌体表面のトリプシン耐性T蛋白を用いた型別方法 

 

【 検査研究課 細菌担当 】 
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表1 平成23年6月 アクセス順位 

順

位
タイトル 件数

1 ウエルシュ菌の食中毒について 8,311 

2 マイコプラズマ肺炎について 4,973 

3 手足口病について 4,867

4 衛生研究所トップページ 4,483 

5 ポリオ（小児麻痺・急性灰白髄炎）について 2,799

6 Ｂ群レンサ球菌(GBS)感染症について  2,753

7 アデノウイルス感染症について 2,687

8 サイトメガロウイルス感染症について 2,613 

9 クロストリジウム－ディフィシル感染症 2,243

10 ぎょう虫（蟯虫）症について 1,934

データ提供：総務局IT活用推進課

衛生研究所WEBページ情報 
（アクセス件数・順位 平成23年6月分、電子メールによる問い合わせ・追加・更新記事 平成23年7月分） 

横浜市衛生研究所ホームページ（衛生研究所WEBページ）は、平成10年3月に開設され、感染症情報、

保健情報、食品衛生情報、生活環境衛生情報等を提供しています。 

今回は、平成23年6月のアクセス件数、アクセス順位及び平成23年7月の電子メールによる問い合わせ、

WEB追加・更新記事について報告します。 

なお、アクセス件数については総務局IT活用推進課から提供されたデータを基に集計しました。 

1 利用状況 

(1) アクセス件数 (平成23年6月) 

平成23年6月の総アクセス数は、200,155件でした。主な内訳は、感染症55.9%、食品衛生13.2%、保健情

報10.8%、検査情報月報7.9 %、生活環境衛生2.7 %、薬事1.2%でした。 

(2) アクセス順位 (平成23年6月) 

6月のアクセス順位（表1）は、第1位が

「ウエルシュ菌による食中毒について」、

第2位が「マイコプラズマ肺炎について」、

第3位が「手足口病について」でした。 

 

第1位は「ウエルシュ菌による食中毒

について」でした。これは、今般富山県

等の飲食店で発生した腸管出血性大

腸菌感染症による食中毒事件の影響で 

食中毒への関心の高まったためではな

いかと思われます。食中毒は、夏場だ

けでなく１年中発生していますが、６月

から９月の梅雨から夏にかけては、食中

毒の原因となる細菌が、高温多湿を好

むため増殖が活発となり食中毒が発生しやすくなります。細菌による食中毒を防ぐためには、ユッケ、レバ

刺し、鶏わさ等の生肉や加熱が不十分な肉料理を食べないことが重要です。 

 

第2位の「マイコプラズマ肺炎について」は、年間を通じて常にアクセス件数が多く、毎月上位にランクイ

ンしています。国立感染症情報センターの報告によりますと、マイコプラズマの定点当たり報告数は、第23

週（6月6日～6月12日）以降、0.5以上が続き、第25週(6月20日～6月26日)には、定点当たり0.77となり、過

去5年間の同時期と比較してかなり多い報告となっています。 

 

第3位は、「手足口病について」でした。手足口病(hand,foot,and mouth disease:HFMD)は、口腔粘膜及

び手や足等に現れる水疱性の発疹を主症状とした急性ウイルス性感染症であり、乳幼児を中心に主に夏

季に流行する疾患です。例年4月頃から患者数が増え始め、流行のピークは7月の中旬か下旬となり、8月

に入ると減少していくとういう経過を辿ります。国立感染症情報センターの報告によりますと、今年の手足口



 

16 

病の定点当たり報告数は、第19週(5月9日～5月15日)以降増加が続いており、第26週には、定点当たり報

告数は、7.19となり、1982年に感染症発生動向調査が開始されて以来では、1995年の第28週の定点当た

り報告数7.7に次いで高い値となりました。 

 

第4位は、「衛生研究所トップページ」第5位は、「ポリオ（小児麻痺・急性灰白髄炎）について」でした。 

 

(3) 電子メールによる問い合わせ （平成23年7月） 

平成23年7月の問い合わせは、4件でした（表2）。 

 

2 追加・更新記事 （平成23年7月） 

平成23年7月に追加・更新した主な記事は、6件でした（表3）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 感染症・疫学情報課 】 

表2 平成23年7月 電子メールによる問い合わせ 

内容 件数 回答部署 

リボフラビンについて 1 感染症・疫学情報課（検査研究課に確認後） 

福島県産の牛肉の検査結果について 1 健康福祉局食品衛生課 

ヒラタキクイムシについて 1 感染症・疫学情報課（検査研究課に確認後） 

酢酸エチルの分析法について 1 検査研究課食品添加物担当 

 

表3 平成23年7月 追加・更新記事 

掲載月日 内容 備考 

7月 4日 

7月15日 

7月15日 

7月22日 

7月27日 

7月28日 

【パンフレット】熱中症に注意しましょう！ 

感染症に気をつけよう（7月号） 

米国におけるボツリヌス菌による食中毒の事例 

手足口病の発生状況 

熱中症情報 

【パンフレット】今年は手足口病が流行しています！ 

追加 

追加 

更新 

追加 

追加 

追加 

 

 




